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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャッター・レンズと、前記シャッター・レンズの透過率に関する眼鏡情報を記憶する
記憶部と、通信部を備えたシャッター眼鏡と、
　映像を表示する表示部と、通信部を備えた表示装置と、
を具備し、
　前記シャッター眼鏡は、前記表示装置の前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シ
ャッター・レンズの開閉動作を行なうとともに、前記眼鏡情報を前記通信部経由で前記表
示装置に送信し、
　前記表示装置は、複数のシャッター眼鏡から前記眼鏡情報を受信したときに、最も高い
透過率に基づいて前記表示部の表示映像信号に対し輝度低減を行ない、前記表示部を制御
する、
映像表示システム。
【請求項２】
　シャッター・レンズと、前記シャッター・レンズの開放応答時間に関する眼鏡情報を記
憶する記憶部と、通信部を備えたシャッター眼鏡と、
　映像を表示する表示部と、通信部を備えた表示装置と、
を具備し、
　前記シャッター眼鏡は、前記表示装置の前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シ
ャッター・レンズの開閉動作を行なうとともに、前記眼鏡情報を前記通信部経由で前記表
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示装置に送信し、
　前記表示装置は、複数のシャッター眼鏡から前記眼鏡情報を受信したときに、各シャッ
ター眼鏡の開放応答時間の平均値に基づいて、前記表示部の映像信号処理回路により生成
される前記シャッター・レンズの開放制御信号のタイミング補正を行なう、
映像表示システム。
【請求項３】
　シャッター・レンズと、前記シャッター・レンズの特性に関する眼鏡情報を記憶する記
憶部と、通信部を備えたシャッター眼鏡と、
　映像を表示する表示部と、通信部を備えた表示装置と、
を具備し、
　前記シャッター眼鏡は、前記表示装置の前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シ
ャッター・レンズの開閉動作を行なうとともに、前記眼鏡情報を前記通信部経由で前記表
示装置に送信し、
　前記表示装置は、複数のシャッター眼鏡から前記眼鏡情報を受信したときに、連続する
フレーム毎に、各シャッター眼鏡の眼鏡情報に応じた画像補正を行なうとともに、各シャ
ッター眼鏡にそれぞれ対応するフレームの表示期間に合わせてシャッター・レンズの開閉
を制御させる、
映像表示システム。
【請求項４】
　シャッター・レンズと、少なくとも当該シャッター眼鏡に固有の眼鏡情報を記憶する記
憶部と、通信部を備えたシャッター眼鏡と、
　映像を表示する表示部と、通信部を備えた表示装置と、
を具備し、
　前記シャッター眼鏡は、前記表示装置の前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シ
ャッター・レンズの開閉動作を行なうとともに、前記眼鏡情報とともに前記シャッター眼
鏡をかけた観察者の生体情報を前記通信部経由で前記表示装置に送信し、
　前記表示装置は、受信した前記眼鏡情報に基づいて前記表示部を制御するとともに、受
信した前記生体情報に応じた表示内容を前記表示部で表示させる、
映像表示システム。
【請求項５】
　シャッター・レンズと、
　前記シャッター・レンズを開閉動作させるシャッター駆動部と、
　時分割で映像を切り換える表示装置と双方向通信を行なう通信部と、
　少なくとも当該シャッター眼鏡に固有の眼鏡情報を記憶する記憶部と、
前記シャッター眼鏡をかけた観察者の生体情報を検出するセンサー部と、
を具備し、
　前記表示装置から前記通信部で受信した開放制御信号に基づいて、前記シャッター駆動
部に前記シャッター・レンズを開閉動作させるとともに、前記記憶部から読み出した前記
眼鏡情報と前記センサー部が検出した前記生体情報を、前記通信部を経由して前記表示装
置に送信する、
シャッター眼鏡。
【請求項６】
　前記センサー部は、前記生体情報として観察者の脳波信号を検出し、
　前記センサー部が検出した脳波信号、又は、脳波信号から判別される観察者の疲労度に
関する前記生体情報を、前記通信部を経由して前記表示装置に送信する、
請求項５に記載のシャッター眼鏡。
【請求項７】
　映像を表示する表示部と、
　前記表示部で表示する映像信号を処理する映像信号処理部と、
　前記表示部で表示する映像を視聴する観察者がかけるシャッター眼鏡と双方向通信する



(3) JP 5545060 B2 2014.7.9

10

20

30

40

50

通信部と、
を具備し、
　前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シャッター眼鏡でシャッター・レンズの開
閉動作を行なうための開放制御信号を前記通信部経由で送信するとともに、前記通信部で
複数のシャッター眼鏡から前記シャッター・レンズの透過率に関する前記眼鏡情報を受信
したときに、最も高い透過率に基づいて前記表示部の表示映像信号に対し輝度低減を行な
う、
表示装置。
【請求項８】
　映像を表示する表示部と、
　前記表示部で表示する映像信号を処理する映像信号処理部と、
　前記表示部で表示する映像を視聴する観察者がかけるシャッター眼鏡と双方向通信する
通信部と、
を具備し、
　前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シャッター眼鏡でシャッター・レンズの開
閉動作を行なうための開放制御信号を前記通信部経由で送信するとともに、前記通信部で
複数のシャッター眼鏡から前記シャッター・レンズの開放応答時間に関する前記眼鏡情報
を受信したときに、各シャッター眼鏡の開放応答時間の平均値に基づいて前記シャッター
・レンズの開放制御信号のタイミング補正を行なう、
表示装置。
【請求項９】
　映像を表示する表示部と、
　前記表示部で表示する映像信号を処理する映像信号処理部と、
　前記表示部で表示する映像を視聴する観察者がかけるシャッター眼鏡と双方向通信する
通信部と、
を具備し、
　前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シャッター眼鏡でシャッター・レンズの開
閉動作を行なうための開放制御信号を前記通信部経由で送信するとともに、前記通信部で
複数のシャッター眼鏡から前記眼鏡情報を受信したときに、連続するフレーム毎に、各シ
ャッター眼鏡の前記眼鏡情報に応じた画像補正を行なうとともに、それぞれに対応するフ
レームの表示期間に合わせてシャッター・レンズの開閉を制御させるためのシャッター眼
鏡毎の開放制御信号を前記通信部経由で送信する、
表示装置。
【請求項１０】
　映像を表示する表示部と、
　前記表示部で表示する映像信号を処理する映像信号処理部と、
　前記表示部で表示する映像を視聴する観察者がかけるシャッター眼鏡と双方向通信する
通信部と、
を具備し、
　前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シャッター眼鏡でシャッター・レンズの開
閉動作を行なうための開放制御信号を前記通信部経由で送信するとともに、前記通信部で
前記シャッター眼鏡から前記シャッター眼鏡をかけた観察者の生体情報を受信し、受信し
た前記生体情報に応じた表示内容を前記表示部で表示させる、
表示装置。
【請求項１１】
　映像を表示する表示部と、
　前記表示部で表示する映像信号を処理する映像信号処理部と、
　前記表示部で表示する映像を視聴する観察者がかけるシャッター眼鏡と双方向通信する
通信部と、
を具備し、
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　前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シャッター眼鏡でシャッター・レンズの開
閉動作を行なうための開放制御信号を前記通信部経由で送信するとともに、前記通信部で
前記シャッター眼鏡から前記シャッター眼鏡をかけた観察者の脳波信号、又は、脳波信号
から判別される観察者の疲労度に関する前記生体情報を受信し、受信した前記生体情報に
基づく観察者の疲労度に応じた警告を前記表示部で表示させる、
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、互いに異なる複数の映像を時分割で表示する表示装置と、映像の観察者がか
けるシャッター眼鏡の組み合わせからなり、表示装置側の映像の切り換わりに同期してシ
ャッター眼鏡の左右のシャッターを開閉させて観察者に立体映像を提示する映像表示シス
テム、シャッター眼鏡、並びに表示装置に係り、特に、シャッター眼鏡の特性や、シャッ
ター眼鏡をかけた観察者の状態などに応じて、表示装置側で適応的に表示制御する映像表
示システム、シャッター眼鏡、並びに表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　左右の眼に視差のある映像を表示することで、観察者に立体的に見える立体映像を提示
することができる。立体映像を提示する方式の１つとして、観察者に特殊な光学特性を持
った眼鏡をかけさせ、両眼に視差をつけた画像を提示するものが挙げられる。
【０００３】
　例えば、時分割立体映像表示システムは、互いに異なる複数の映像を時分割で表示する
表示装置と、映像の観察者がかけるシャッター眼鏡の組み合わせからなる。表示装置は、
左眼用映像及び右眼用映像を非常に短い周期で交互に画面表示する。一方、観察者が装着
したシャッター眼鏡は、左眼部及び右眼部にそれぞれ液晶レンズなどで構成されるシャッ
ター機構を備えている。シャッター眼鏡は、左眼用映像がディスプレイされる間に、シャ
ッター眼鏡の左眼部が光を透過させ、右眼部が遮光する。また、右眼用映像がディスプレ
イされる間に、シャッター眼鏡の右眼部が光を透過させ、左眼部が遮光する（例えば、特
許文献１～３を参照のこと）。すなわち、表示装置による左眼用映像及び右眼用映像の時
分割表示と、表示装置の表示切り換えに同期してシャッター眼鏡がシャッター機構により
画像選択を行なうことで、観察者に立体映像が提示される。
【０００４】
　シャッター眼鏡と表示装置の組み合わせからなる映像表示システムでは、シャッター眼
鏡の特性や、シャッター眼鏡をかけた観察者の状態などに応じて、表示装置側で適応的に
表示制御することが好ましい、と本発明者らは考えている。
【０００５】
　例えば、左右のシャッターに用いられる液晶の素材により、シャッターが開放された場
合でも、完全に透過にはならず、若干色度点がずれてしまうことが知られている。表示装
置に付属のシャッター眼鏡を使用するなど、表示装置とシャッター眼鏡が一対一で対応し
ている場合には、若干ずれた色度点を表示装置側で色度点を補正して、シャッター眼鏡を
透過した後に正しい色になるように制御することができる。しかしながら、他社製の表示
装置とシャッター眼鏡を組み合わせた場合など、意図しない液晶素材からなるシャッター
眼鏡を用いる場合には、表示装置側で行なう色度点補正では、シャッター眼鏡を透過した
後の色を正しく補正することはできない。また、液晶素材が異なる２以上のシャッター眼
鏡を同時に用いる場合には、それぞれの色度点が異なるため、各観察者は異なった色で視
聴しなければならない。
【０００６】
　かかる問題を解決するために、表示装置側で最良となる色度点へ補正する方法が考えら
れる。しかしながら、ユーザーの調整に任されるため煩わしく、また、調整具合はユーザ
ーの主観に依存するため正しい色に調整されるとは限らない。
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【０００７】
　また、色度と同様に透過率も液晶素材毎に異なるため、シャッター眼鏡毎にシャッター
開放時の透過率にバラツキがある。したがって、同じ映像であっても、異なるシャッター
眼鏡で視聴した場合、輝度が明るすぎて視聴に適さないことが想定される。この場合にも
、ユーザーが輝度調整を行なう必要があり、煩わしく、且つ、適切な輝度に調整されると
は限らない。
【０００８】
　また、色度や透過率と同様に、シャッター動作の応答時間が液晶素材毎に異なり、シャ
ッター眼鏡毎にシャッター開放制御信号を受信して後のシャッター動作が完了するまでの
所要時間にばらつきがある。このため、同じ映像であっても、視聴するシャッター眼鏡が
異なると、シャッター動作の適切な開閉動作帯のタイミングも異なってくる。そして、シ
ャッター動作が適切なタイミングで開閉制御が行なわれないと、クロストークなどが生じ
て視聴に適さないことが想定される。この場合も、ユーザーがタイミング調整を行なう必
要があり、煩わしく、且つ、適切なタイミングに調整されるとは限らない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平９－１３８３８４号公報
【特許文献２】特開２０００－３６９６９号公報
【特許文献３】特開２００３－４５３４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、シャッター眼鏡の特性や、シャッター眼鏡をかけた観察者の状態など
に応じて、表示装置側で適応的に表示制御することができる、優れた映像表示システム、
シャッター眼鏡、並びに表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本願は、上記課題を参酌してなされたものであり、請求項１に記載の発明は、
　シャッター・レンズと、少なくとも眼鏡情報を記憶する記憶部と、通信部を備えたシャ
ッター眼鏡と、
　映像を表示する表示部と、通信部を備えた表示装置と、
を具備し、
　前記シャッター眼鏡は、前記表示装置の前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シ
ャッター・レンズの開閉動作を行なうとともに、前記眼鏡情報を前記通信部経由で前記表
示装置に送信し、
　前記表示装置は、受信した前記眼鏡情報に基づいて、前記表示部を制御する、
映像表示システムである。
【００１２】
　但し、ここで言う「システム」とは、複数の装置（又は特定の機能を実現する機能モジ
ュール）が論理的に集合した物のことを言い、各装置や機能モジュールが単一の筐体内に
あるか否かは特に問わない。
【００１３】
　本願の請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の映像表示システムは、前記シ
ャッター眼鏡が、前記シャッター・レンズの特性に関する情報を眼鏡情報として記憶部に
記憶するとともに前記通信部経由で前記表示装置に送信し、これに対し、前記表示装置が
、前記眼鏡情報として受信した前記シャッター・レンズの特性に関する情報に基づいて、
前記表示部の表示映像信号の画像補正を行なうように構成されている。
【００１４】
　本願の請求項３に記載の発明によれば、請求項１に記載の映像表示システムは、前記シ
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ャッター眼鏡が、前記シャッター・レンズの色度点に関する情報を眼鏡情報として記憶部
に記憶するとともに前記通信部経由で前記表示装置に送信し、これに対し、前記表示装置
が、前記眼鏡情報として受信した色度点に関する情報に基づいて、前記表示部の表示映像
信号に対し色度補正を行なうように構成されている。
【００１５】
　本願の請求項４に記載の発明によれば、請求項３に記載の映像表示システムは、前記表
示装置が、複数のシャッター眼鏡から前記眼鏡情報として色度点に関する情報を受信した
ときに、各シャッター眼鏡の色度点の平均値に基づいて前記表示部の表示映像信号に対し
色度補正を行なうように構成されている。
【００１６】
　本願の請求項５に記載の発明によれば、請求項１に記載の映像表示システムは、前記シ
ャッター眼鏡が、前記シャッター・レンズの透過率に関する情報を前記眼鏡情報として記
憶部に記憶するとともに前記通信部経由で前記表示装置に送信し、これに対し、前記表示
装置が、前記眼鏡情報として受信した透過率に関する情報に基づいて、前記表示部の表示
映像信号に対し輝度調整を行なうように構成されている。
【００１７】
　本願の請求項６に記載の発明によれば、請求項５に記載の映像表示システムは、前記表
示装置が、複数のシャッター眼鏡から前記眼鏡情報として透過率に関する情報を受信した
ときに、最も高い透過率に基づいて前記表示部の表示映像信号に対し輝度低減を行なうよ
うに構成されている。
【００１８】
　本願の請求項７に記載の発明によれば、請求項１に記載の映像表示システムは、前記シ
ャッター眼鏡が、前記シャッター・レンズの開放応答時間に関する情報を前記眼鏡情報と
して記憶部に記憶するとともに前記通信部経由で前記表示装置に送信し、これに対し、前
記表示装置が、前記眼鏡情報として受信した開放応答時間に関する情報に基づいて、前記
表示部の映像信号処理回路により生成される前記シャッター・レンズの開放制御信号のタ
イミング補正を行なうように構成されている。
【００１９】
　本願の請求項８に記載の発明によれば、請求項７に記載の映像表示システムは、前記表
示装置が、複数のシャッター眼鏡から前記眼鏡情報として開放応答時間に関する情報を受
信したときに、各シャッター眼鏡の開放応答時間の平均値に基づいて前記表示部の前記シ
ャッター・レンズの開放制御信号のタイミング補正を行なうように構成されている。
【００２０】
　本願の請求項９に記載の発明によれば、請求項２に記載の映像表示システムは、前記表
示装置が、複数のシャッター眼鏡から前記眼鏡情報を受信したときに、連続するフレーム
毎に、各シャッター眼鏡の眼鏡情報に応じた画像補正を行なうとともに、各シャッター眼
鏡にそれぞれ対応するフレームの表示期間に合わせてシャッター・レンズの開閉を制御さ
せるように構成されている。
【００２１】
　本願の請求項１０に記載の発明によれば、請求項１に記載の映像表示システムは、前記
シャッター眼鏡が、前記シャッター眼鏡をかけた観察者の生体情報を前記眼鏡情報として
前記通信部経由で前記表示装置に送信し、これに対し、前記表示装置が、前記表示部で、
受信した前記生体情報に応じた表示内容を表示させるように構成されている。
【００２２】
　また、本願の請求項１１に記載の発明は、
　シャッター・レンズと、
　前記シャッター・レンズを開閉動作させるシャッター駆動部と、
　時分割で映像を切り換える表示装置と双方向通信を行なう通信部と、
　少なくとも眼鏡情報を記憶する記憶部と、
を具備し、
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　前記表示装置から前記通信部で受信した開放制御信号に基づいて、前記シャッター駆動
部に前記シャッター・レンズを開閉動作させるとともに、前記記憶部から前記眼鏡情報を
読み出して、前記通信部を経由して前記表示装置に送信する、
シャッター眼鏡である。
【００２３】
　本願の請求項１２に記載の発明によれば、請求項１１に記載のシャッター眼鏡の記憶部
は、前記シャッター・レンズの色度点、透過率、開放応答時間、又は前記シャッター眼鏡
に固有のその他の前記眼鏡情報を記憶している。そして、前記記憶部から前記眼鏡情報を
読み出して、前記通信部を経由して前記表示装置に送信するようになっている。
【００２４】
　本願の請求項１３に記載の発明によれば、請求項１１に記載のシャッター眼鏡は、シャ
ッター眼鏡をかけた観察者の生体情報を検出するセンサー部をさらに備えている。そして
、センサー部が検出した前記生体情報に基づく前記眼鏡情報を、前記通信部を経由して前
記表示装置に送信するようになっている。
【００２５】
　本願の請求項１４に記載の発明によれば、請求項１３に記載のシャッター眼鏡のセンサ
ー部は、生体情報として観察者の脳波信号を検出するように構成されている。そして、セ
ンサー部が検出した脳波信号、又は、脳波信号から判別される観察者の疲労度に関する前
記眼鏡情報を、前記通信部を経由して前記表示装置に送信するようになっている。
【００２６】
　また、本願の請求項１５に記載の発明は、
　映像を表示する表示部と、
　前記表示部で表示する映像信号を処理する映像信号処理部と、
　前記表示部で表示する映像を視聴する観察者がかけるシャッター眼鏡と双方向通信する
通信部と、
を具備し、
　前記表示部の映像の切り換えに同期して前記シャッター眼鏡でシャッター・レンズの開
閉動作を行なうための開放制御信号を前記通信部経由で送信するとともに、前記通信部で
前記シャッター眼鏡から受信した眼鏡情報に基づいて前記表示部を制御する、
表示装置である。
【００２７】
　本願の請求項１６に記載の発明によれば、請求項１５に記載の表示装置は、前記シャッ
ター眼鏡から前記シャッター・レンズの特性に関する眼鏡情報を受信し、前記シャッター
・レンズの特性に関する情報に基づいて、前記表示部の表示映像信号の画像補正を行なう
ように構成されている。
【００２８】
　本願の請求項１７に記載の発明によれば、請求項１６に記載の表示装置は、前記シャッ
ター眼鏡から前記シャッター・レンズの色度点に関する眼鏡情報を受信し、前記色度点に
関する情報に基づいて、前記表示部の表示映像信号に対し色度補正を行なうように構成さ
れている。
【００２９】
　本願の請求項１８に記載の発明によれば、請求項１６に記載の表示装置は、複数のシャ
ッター眼鏡から前記シャッター・レンズの色度点に関する眼鏡情報を受信したときに、各
シャッター眼鏡の色度点の平均値に基づいて前記表示部の表示映像信号に対し色度補正を
行なうように構成されている。
【００３０】
　本願の請求項１９に記載の発明によれば、請求項１６に記載の表示装置は、前記シャッ
ター眼鏡から前記シャッター・レンズの透過率に関する眼鏡情報を受信し、前記透過率に
関する情報に基づいて、前記表示部の表示映像信号に対し輝度調整を行なうように構成さ
れている。
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【００３１】
　本願の請求項２０に記載の発明によれば、請求項１６に記載の表示装置は、複数のシャ
ッター眼鏡から前記シャッター・レンズの透過率に関する眼鏡情報を受信したときに、最
も高い透過率に基づいて前記表示部の表示映像信号に対し輝度低減を行なうように構成さ
れている。
【００３２】
　本願の請求項２１に記載の発明によれば、請求項１６に記載の表示装置は、前記シャッ
ター眼鏡から前記シャッター・レンズの開放応答時間に関する眼鏡情報を受信し、前記開
放応答時間に関する情報に基づいて、前記シャッター・レンズの開放制御信号のタイミン
グ補正を行なうように構成されている。
【００３３】
　本願の請求項２２に記載の発明によれば、請求項２１に記載の表示装置は、複数のシャ
ッター眼鏡から前記シャッター・レンズの開放応答時間に関する眼鏡情報を受信したとき
に、各シャッター眼鏡の開放応答時間の平均値に基づいて前記シャッター・レンズの開放
制御信号のタイミング補正を行なうように構成されている。
【００３４】
　本願の請求項２３に記載の発明によれば、請求項１５に記載の表示装置は、複数のシャ
ッター眼鏡から前記眼鏡情報を受信したときに、連続するフレーム毎に、各シャッター眼
鏡の眼鏡情報に応じた画像補正を行なうとともに、それぞれに対応するフレームの表示期
間に合わせてシャッター・レンズの開閉を制御させるためのシャッター眼鏡毎の開放制御
信号を前記通信部経由で送信するように構成されている。
【００３５】
　本願の請求項２４に記載の発明によれば、請求項１５に記載の表示装置は、前記シャッ
ター眼鏡から前記シャッター眼鏡をかけた観察者の生体情報を前記眼鏡情報として受信し
、前記表示部で、受信した前記生体情報に応じた表示内容を表示させるように構成されて
いる。
【００３６】
　本願の請求項２５に記載の発明によれば、請求項１５に記載の表示装置は、前記シャッ
ター眼鏡から前記シャッター眼鏡をかけた観察者の脳波信号、又は、脳波信号から判別さ
れる観察者の疲労度に関する前記眼鏡情報を受信し、前記表示部で、受信した前記眼鏡情
報に基づく観察者の疲労度に応じた警告を表示させるように構成されている。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明によれば、シャッター眼鏡の特性や、シャッター眼鏡をかけた観察者の状態など
に応じて、表示装置側で適応的に表示制御することができる、優れた映像表示システム、
シャッター眼鏡、並びに表示装置を提供することができる。
【００３８】
　本願の請求項１乃至９、１１、１２、１５乃至２２に記載の発明によれば、シャッター
眼鏡と表示装置間で、ワイヤレス・ネットワークなどの双方向の伝送路を用いることによ
り、表示装置からシャッター眼鏡へのシャッターの開閉制御を行なう以外に、シャッター
・レンズの色度点や透過率、開放応答時間などシャッター眼鏡の固有の眼鏡情報を表示装
置へ送信することができる。したがって、表示装置側では、シャッター眼鏡の色度点と透
過率に最適な色度補正と輝度調整を自動的に行なうことができる。
【００３９】
　また、本願の請求項４、６、８、１８、２０、２２に記載の発明によれば、１台の表示
装置を複数のシャッター眼鏡で同時に観察している場合に、近似演算された色度補正値、
輝度低減値、及び開放応答時間応答値を用いることで、各シャッター眼鏡における色度差
と輝度差と左右映像のクロストークを最小にすることができる
【００４０】
　また、本願の請求項９、２３に記載の発明によれば、１台の表示装置を複数のシャッタ
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ー眼鏡で同時に観察している場合に、シャッター眼鏡の個数だけ高速にフレーム表示を行
なうことができる場合には、連続するフレーム毎に、各シャッター眼鏡の色度補正を行な
い、シャッター眼鏡毎に最適に色度補正された映像を表示することができる。
【００４１】
　また、本願の請求項１０、１３、１４、２４、２５に記載の発明によれば、シャッター
眼鏡と表示装置間で、ワイヤレス・ネットワークなどの双方向の伝送路を用いることによ
り、表示装置からシャッター眼鏡へのシャッターの開閉制御を行なう以外に、シャッター
眼鏡をかけた観察者の脳波信号などの生体情報を表示装置へ送信することができる。した
がって、表示装置側では、脳波信号に基づいて観察者の目や脳が疲労しているか否かを検
出し、実際に疲労した時点で警告表示などの疲労に応じた処理を自動的に起動することが
できる。
【００４２】
　本発明のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する本発明の実施形態や添付する図面に
基づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１Ａ】図１Ａは、映像表示システムの構成例を模式的に示した図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、映像表示システムの構成例を模式的に示した図である。
【図２】図２は、表示装置１１の内部構成例を示した図である。
【図３】図３は、シャッター眼鏡１３の内部構成例を示した図である。
【図４Ａ】図４Ａは、液晶シャッターの色度点情報の測定方法の一例を模式的に示した図
である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、図４Ａに示した測定方法により取得される色度点の相対比データを
示した図（色度図：ｃｈｒｏｍａｔｉｃｉｔｙ　ｄｉａｇｒａｍ）である。
【図５】図５は、液晶シャッターの透過率情報の測定方法の一例を模式的に示した図であ
る。
【図６】図６は、シャッター眼鏡１３が表示装置１１に眼鏡情報を送信するための処理手
順を示したフローチャートである。
【図７】図７は、表示装置１１がシャッター眼鏡１３から眼鏡情報を受信するとともに、
眼鏡情報に基づいて表示パネル２１０の画像補正を行なうための処理手順を示したフロー
チャートである。
【図８Ａ】図８Ａは、視聴しているシャッター眼鏡が１個の場合の色度補正の演算を概念
的に示した図である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、視聴しているシャッター眼鏡が２個の場合の色度補正の演算を概念
的に示した図である。
【図９】図９は、連続するフレーム毎に各シャッター眼鏡の色度補正を行なう様子を示し
た図である。
【図１０】図１０は、生体センサー付きのシャッター眼鏡の構成例を示した図である。
【図１１】図１１は、シャッター眼鏡１３が観察者の脳波を測定して表示装置１１に送信
するための処理手順を示したフローチャートである。
【図１２】図１２は、表示装置１１がシャッター眼鏡１３から生体情報を受信するととも
に、生体情報に基づいて警告表示を行なうための処理手順を示したフローチャートである
。
【図１３】図１３は、眼鏡情報としての液晶シャッターの開放応答時間の測定方法の一例
を模式的に示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００４５】
　図１には、映像表示システムの構成例を模式的に示している。映像表示システムは、３
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次元表示（立体視）対応の表示装置１１と、左眼部及び右眼部にそれぞれシャッター機構
を備えたシャッター眼鏡１３の組み合わせからなる。図１Ａに示す例では、表示装置１１
に外部端子を介して接続された通信部１２とシャッター眼鏡１３間で無線信号が送受信さ
れる。また、図１Ｂに示す例では、表示装置１１本体に内蔵された通信部１２とシャッタ
ー眼鏡１３間で無線信号が送受信される。
【００４６】
　表示装置とシャッター眼鏡間の通信手段として、赤外線通信を利用するものも多いが、
本実施形態では、ＩＥＥＥ８０２．１５．４などの、電波通信によるワイヤレス・ネット
ワークを用いる。図１に示したシステム構成例では、表示装置１１とシャッター眼鏡１３
が１対１で通信を行なうが、表示装置１１の通信部１２がアクセスポイントとして動作し
て、それぞれ端末局として動作する複数のシャッター眼鏡を収容することも可能である。
ワイヤレス・ネットワークは双方向通信であり、シャッター眼鏡１３から表示装置１１へ
データ通信を行なうこともでき、システムが提供できるサービスが拡充することができる
。シャッター眼鏡１３側から眼鏡情報を送信し、表示装置１１側では受信した眼鏡情報に
基づいて表示制御やその他の処理を行なう。眼鏡情報並びに眼鏡情報に基づく表示装置１
１の動作についての詳細は、後述に譲る。なお、ワイヤレス・ネットワークを利用した映
像表示システムは、例えば本出願人に既に譲渡されている特願２００９－２７６９４８号
明細書に開示されている。
【００４７】
　立体映像表示に用いる表示装置は、特定の方式に限定されるものではない。例えば、旧
来のＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）ディスプレイの他、プラズマ・ディスプ
レイ・パネル（ＰＤＰ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、エレクトロ・ルミネッセンス（
ＥＬ）パネルを用いることができる。このうち液晶ディスプレイは、画素毎にＴＦＴ（Ｔ
ｈｉｎ　Ｆｉｌｅ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：薄膜トランジスタ）を配置したアクティブ・
マトリックス型が一般的である。ＴＦＴ液晶表示ディスプレイは、映像信号を画面上部か
ら下部に向かって走査線毎に書き込むことによって各画素を駆動し、バックライトからの
照射光を各画素で遮ったり透過させたりすることによって表示を行なう。
【００４８】
　図２には、表示装置１１の内部構成例を示している。但し、同図では、ワイヤレス・ネ
ットワークの通信部を本体に内蔵した表示装置（図１Ｂを参照のこと）とする。以下では
、各部について説明する。
【００４９】
　立体視番組を放送する放送波を、アンテナ２０４で受信することができる。チューナー
回路２０５は、アンテナ２０４から放送波を入力すると、所望するストリームを選択する
。ＭＰＥＧデコーダー２０６は、チューナー回路２０５が選択したストリームから、映像
信号と音声信号を抽出する。
【００５０】
　映像信号は、映像信号処理回路２０７に入力され、必要な信号処理が施された後、必要
に応じてグラフィック生成回路２０８で生成されたオンスクリーン表示情報が重畳され、
パネル駆動部２０９によって表示パネル２１０に表示出力される。映像信号処理回路２０
７が行なう信号処理には、例えば色度点補正や輝度低減などの画像補正処理（後述）が含
まれる。また、音声信号は、音声信号処理回路２１１に入力され、必要な信号処理が施さ
れた後、音声増幅回路２１２で所望される音声レベルに増幅されて、スピーカー２１３を
駆動する。
【００５１】
　また、放送波以外の入手経路として、ディジタル・インターフェースであるＨＤＭＩ（
Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）端子２
１４に接続された外部ソース機器（図示しない）から立体視コンテンツが入力される場合
や、インターネット経由で立体視コンテンツ配信を受信する場合を挙げることができる。
【００５２】
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　ＨＤＭＩ受信回路２１５は、ＨＤＭＩ端子２１４に接続された外部ソース機器からの入
力信号を、映像信号処理回路２０７及び音声信号処理回路２１１に振り分ける。また、ネ
ットワーク端子２１７からの受信信号は、イーサネット（登録商標）インターフェースな
どの通信処理回路２１６を介してＭＰＥＧデコーダー２０６に入力される。ＭＰＥＧデコ
ーダー２０６は、受信信号から映像信号と音声信号を抽出する。
【００５３】
　映像信号は、映像信号処理回路２０７に入力され、必要な信号処理が施された後、必要
に応じてグラフィック生成回路２０８で生成されたオンスクリーン表示情報が重畳され、
パネル駆動部２０９によって表示パネル２１０に表示出力される（同上）。また、音声信
号は、音声信号処理回路２１１に入力され、必要な信号処理が施された後、音声増幅回路
２１２で所望される音声レベルに増幅されて、スピーカー２１３を駆動する（同上）。
【００５４】
　映像信号処理回路２０７は、映像信号を処理すると同時に、シャッター眼鏡のシャッタ
ーの開閉制御に必要なフレーム切り替え信号を生成して、制御回路２２４に入力する。制
御回路２２４は、入力されたフレーム切り替え信号のタイミングに基づいて、シャッター
眼鏡側の左右のシャッターの開閉タイミングを指示する開放制御信号を生成する。開放制
御信号は、通信部２０３からシャッター眼鏡へ電波通信により無線伝送される。また、表
示装置１１とシャッター眼鏡間の無線通信は双方向であり、通信部２０３は、シャッター
眼鏡側から電波通信により無線伝送された眼鏡情報を受信する。
【００５５】
　ユーザーがリモコン２２３で表示装置１１をリモコン操作して、赤外線送信された制御
コードは、リモコン受信部２２２で受信される。図２に示す例では、リモコン操作には赤
外線通信方式が用いられるが、通信部２０３をリモコン操作にも兼用してもよい。
【００５６】
　表示装置１１全体を制御するために、ＣＰＵ２１９、フラッシュＲＯＭ２２０、ＤＲＡ
Ｍ２１などの回路コンポーネントが装備されている。リモコン受信部２２２（又は、通信
部２０３）で受信した制御コードは、内部バス２１８を介してＣＰＵ２１９に転送される
。ＣＰＵ２１９は、制御コードを解読して、表示装置１１の動作を制御する。また、通信
部２０３で受信した眼鏡情報は、制御回路２２４を介してＣＰＵ２１９に入力される。Ｃ
ＰＵ２１９は、演算した情報とともに、眼鏡情報をフラッシュＲＯＭ２２０に記憶させる
。
【００５７】
　図３には、シャッター眼鏡１３の内部構成例を示している。シャッター眼鏡１３は、表
示装置１１と電波通信により無線信号を送受信する通信部３０５と、制御部３０６と、眼
鏡情報やその他のデータを記憶する記憶部３１０と、それぞれ液晶素材からなる左眼用シ
ャッター３０８及び右眼用シャッター３０９と、シャッター駆動回路３０７を備えている
。
【００５８】
　表示装置１１からシャッター眼鏡１３へ送信される無線信号は、例えばシャッター眼鏡
側の左右のシャッターの開閉タイミングを指示する開放制御信号である。通信部３０５は
、開放制御信号を受信すると、制御部３０６に入力する。制御部３０６は、開放制御信号
を解読して、左右の各シャッター３０８、３０９の開閉タイミングを判別し、その判別結
果に基づいて、シャッター駆動回路３０７を介して左右の各シャッター３０８、３０９の
開閉動作を制御する。また、制御部３０６は、記憶部３１０とのデータの入出力を行なう
。
【００５９】
　一方、シャッター眼鏡１３から表示装置へ無線信号により送信される眼鏡情報は、例え
ば、左眼用シャッター３０８及び右眼用シャッター３０９に用いられる液晶素材に依存す
る、シャッター開放時の色度点や輝度、シャッター開放応答時間などである。制御部３０
６は、シャッター眼鏡１３の電源をオンにしたときなどに、記憶部３１０から眼鏡情報を
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読み出し、通信部３０５を経由して表示装置１１に無線送信する。表示装置１１側では、
立体映像を視聴中の観察者がかけているシャッター眼鏡１３からこれらの眼鏡情報を受信
すると、左眼用映像及び右眼用映像の各々に対して、色度点補正や輝度調整などの画像補
正、並びにシャッター開放応答制御タイミング調整を施す。これによって、映像表示シス
テムは、観察者の主観に依存しない、正しい色や適切な輝度、最小クロストークで立体映
像を提示することができる。
【００６０】
　図４Ａには、眼鏡情報としての液晶シャッターの色度点情報の測定方法の一例を模式的
に示している。同図において、基準となる色度点を持つ光源を用いて、シャッターが開放
状態にあるときに液晶レンズを透過して色測定器に入力される色度点と、液晶レンズがな
い状態で同じ光源からの光が色測定器に入力される色度点との相対比データを取得する（
図４Ｂを参照のこと）。なお、図４Ｂでは、色度の表現をＸＹ軸で表現しているが、ＵＶ
軸で表現してもよい。
【００６１】
　また、図５には、眼鏡情報としての液晶シャッターの透過率情報の測定方法の一例を模
式的に示している。同図において、基準となる色度点を持つ光源を用いて、シャッターが
開放状態にあるときに液晶レンズを透過して光検出器に入力される色度点Ａと、液晶レン
ズがない状態で同じ光源からの光が光検出器に入力される輝度Ｂとの相対比データ（Ａ／
Ｂ）を取得する。
【００６２】
　また、図１３には、眼鏡情報としての液晶シャッターの開放応答時間の測定方法の一例
を模式的に示している。同図において、基準となる開放制御信号が入力された時から、液
晶シャッターが９０度解放するまでの時間差（Ｂ－Ａ）を取得する。
【００６３】
　このようにして得られた眼鏡情報は、あらかじめシャッター眼鏡１１内の記憶部３１０
に記憶されている。そして、シャッター眼鏡１１の電源をオンにしたときや、表示装置１
１から例えば無線信号により要求があったときに、制御部３０６は記憶部３１０から眼鏡
情報を読み出し、通信部３０５から表示装置１１へ無線伝送する。
【００６４】
　表１には、記憶部３１０内の記憶領域における眼鏡情報のアドレス指定例を示している
。記憶部３１０が持つ記憶領域のアドレスに、眼鏡情報の記憶領域として３バイトを割り
当てる。続く２バイトには、色度点（Ｗｈｉｔｅ　Ｂａｌａｎｃｅ）に関する情報を記憶
する。また、次の１バイトには、透過率に関する情報を記憶する。また、最後の１バイト
には、開放応答時間に関する情報を記憶する。
【００６５】
【表１】

【００６６】
　表２には、２バイトを用いた色度点の表現例を示している。図４Ｂに示したように、色
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度点情報は、基準となる色度点に対する相対値（Δｘ，Δｙ）で表わされる。このため、
Ｘ軸及びＹ軸それぞれに１バイトずつ割り当てて、各１バイトの先頭の１ビットを符号情
報とし、残りの７ビットで各軸における色差Δｘ及びΔｙをそれぞれ表現するようにして
いる。
【００６７】
【表２】

【００６８】
　また、表３には、１バイトを用いた透過率の表現例を示している。透過率も相対値（Ａ
／Ｂ）で表わされ、パーセント表示（Ａ／Ｂ×１００）を１バイトで表現する。同表では
、小数点以下のデータの表現は行なっていないが、必要に応じてバイト数を増やすなどの
拡張を行なって表現することも可能である。
【００６９】

【表３】

【００７０】
　また、表４には、１バイトを用いた開放応答時間の表現例を示している。開放応答時間
は、絶対値（Ｂ－Ａ）で表わされ、ミリ秒表示（Ｂ－Ａ）×１０を１バイトで表現する。
同表では、第二小数点以下のデータの表現は行なっていないが、必要に応じてバイト数を
増やすなどの拡張を行なって表現することも可能である。
【００７１】
【表４】

【００７２】
　但し、本発明の要旨は、眼鏡情報を記憶部３１０の記憶領域に記憶するデータ・サイズ
が４バイトであることや、表１に示したような各眼鏡情報を記憶する順番、表２乃至表４
に示したような色度点、透過率、開放応答時間の表現形式に限定されるものではない。
【００７３】
　図６には、図１Ａ又は図１Ｂに示した映像表示システムにおいて、シャッター眼鏡１３
が表示装置１１に眼鏡情報を送信するための処理手順をフローチャートの形式で示してい
る。この処理手順は、例えば制御部３０６が所定のプログラムコードを実行するという形
態で実現することができる。
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【００７４】
　まず、シャッター眼鏡１３の電源がオン時かどうかをチェックする（ステップＳ６０１
）。ここで、電源がオンになっていないときには（ステップＳ６０１のＮｏ）、本処理ル
ーチンを終了する。
【００７５】
　一方、シャッター眼鏡１３の電源がオンになっているときには（ステップＳ６０１のＹ
ｅｓ）、表示装置１１の通信部２０３との無線接続を確立する（ステップＳ６０２）。
【００７６】
　次いで、制御部３０６は、記憶部３１０から眼鏡情報を読み出し、通信部３０５を経由
して表示装置１１へ伝送する（ステップＳ６０３）。
【００７７】
　次いで、表示装置１１の通信部２０３から、シャッターの開閉タイミングを指示する開
放制御信号を通信部３０５で受信したか否かをチェックする（ステップＳ６０４）。ここ
で、開放制御信号を受信しなかったときには（ステップＳ６０４のＮｏ）、開放制御信号
の受信チェックを繰り返し行なう。
【００７８】
　開放制御信号を受信した場合には（ステップＳ６０４のＹｅｓ）、制御部　３０６は、
開放制御信号を解読して、左右の各シャッター３０８、３０９の開閉タイミングを判別し
、その判別結果に基づいて、シャッター駆動回路３０７を介して左右の各シャッター３０
８、３０９の開閉動作を制御する（ステップＳ６０５）。
【００７９】
　次いで、シャッター眼鏡１１の電源がオフになったか否かをチェックする（ステップＳ
６０６）。電源がオンのままのときには（ステップＳ６０６のＮｏ）、開放制御信号の受
信チェックを繰り返し行なう。
【００８０】
　また、シャッター眼鏡１１の電源がオフになったときには（ステップＳ６０６のＹｅｓ
）、表示装置１１の通信部２０３との無線接続を解除して（ステップＳ６０７）、本処理
ルーチンを終了する。
【００８１】
　また、図７には、図１Ａ又は図１Ｂに示した映像表示システムにおいて、表示装置１１
がシャッター眼鏡１３から眼鏡情報を受信するとともに、眼鏡情報に基づいて表示パネル
２１０の画像補正を行なうための処理手順をフローチャートの形式で示している。この処
理手順は、例えばＣＰＵ２１９が所定のプログラムコードを実行するという形態で実現す
ることができる。
【００８２】
　まず、シャッター眼鏡１１との無線接続が確立されたか否かをチェックする（ステップ
Ｓ７０１）。接続が検出されない場合には（ステップＳ７０１のＮｏ）、本処理ルーチン
を終了する。
【００８３】
　シャッター眼鏡１３との無線接続が検出されたときには（ステップＳ７０１のＹｅｓ）
、検出されたシャッター眼鏡１３と以前に接続されたことのあるシャッター眼鏡であるか
否かをチェックする（ステップＳ７０２）。
【００８４】
　無線接続が確立しているときには、シャッター眼鏡１３の通信部３０５から受信したパ
ケットに記載されているＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレス、
あるいはその他の固有識別が可能な情報に基づいて、以前に接続されたことのあるシャッ
ター眼鏡であるかどうかを判断することができる。
【００８５】
　以前に接続されたことのあるシャッター眼鏡である場合には（ステップＳ７０２のＹｅ
ｓ）、その眼鏡情報から演算して求めた画像補正情報やタイミング調整情報が既にフラッ
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シュＲＯＭ２２０などの記憶部に記憶されている。したがって、接続したシャッター眼鏡
１３から改めて眼鏡情報を取得することなく、フラッシュＲＯＭ２２０から該当する画像
補正情報（最適色度補正点など）やタイミング調整情報を読み出し（ステップＳ７０４）
、ステップＳ７０７へ進む。
【００８６】
　一方、今回新たに接続されたシャッター眼鏡である場合には（ステップＳ７０２のＮｏ
）、通信部２０３を経由してシャッター眼鏡１３に眼鏡情報を要求し、取得する（ステッ
プＳ７０３）。そして、取得した眼鏡情報に基づいて、最適となる画像補正値と開閉制御
タイミング値を演算し（ステップＳ７０５）、得られた画像補正情報と開閉制御タイミン
グ情報を、シャッター眼鏡１３の識別情報（通信部３０５に割り当てられたＭＡＣアドレ
スなど）と対応付けてフラッシュＲＯＭ２２０に記憶する（ステップＳ７０６）。
【００８７】
　次いで、演算して得られた画像補正情報や開閉制御タイミング情報、又は、フラッシュ
ＲＯＯＭ２２０から読み出された画像補正情報や開閉制御タイミング情報を用いて、画像
補正処理やシャッター眼鏡開閉タイミング調整を行なう（ステップＳ７０７）。
【００８８】
　例えば、眼鏡情報が色度点の場合、ステップＳ７０５では、最適色度補正点を演算する
ことになる。また、ステップＳ７０７では、色度補正データを用いて、信号処理若しくは
バックライトの色度の調整を行なうことになる。
【００８９】
　次いで、無線接続が解除されたシャッター眼鏡があるか否かをチェックする（ステップ
Ｓ７０８）。
【００９０】
　無線接続が解除されていない場合には（ステップＳ７０８のＮｏ）、視聴しているシャ
ッター眼鏡が変わらないと判断して、ステップＳ７０１に戻り、新たに他のシャッター眼
鏡と無線接続が確立されたか否かをチェックする。
【００９１】
　無線接続が解除されたシャッター眼鏡がある場合には（ステップＳ７０８のＹｅｓ）、
さらに、無線接続されるシャッター眼鏡がなくなったか否かをチェックする（ステップＳ
７０９）。
【００９２】
　無線接続されるシャッター眼鏡がゼロでない場合には（ステップＳ７０９のＮｏ）、視
聴しているシャッター眼鏡数が減少したことに伴い、色度補正などの画像補正処理やシャ
ッター開閉制御タイミング処理を再度行なう（ステップＳ７１１）。そして、ステップＳ
７０１に戻り、新たに他のシャッター眼鏡と無線接続が確立されたか否かをチェックする
。
【００９３】
　また、無線接続されるシャッター眼鏡がなくなった場合には（ステップＳ７０９のＹｅ
ｓ）、画像補正処理やシャッター開閉制御タイミング処理を解除して通常の色度に戻し（
ステップＳ７１０）、本処理ルーチンを終了する。
【００９４】
　図８には、色度補正の演算を概念的に示している。視聴しているシャッター眼鏡が１個
の場合、図８Ａに示すように、そのシャッター眼鏡の色度点の相対値（Δｘ，Δｙ）の逆
ベクトルとなる色度点（－Δｘ，－Δｙ）を補正値として用いる。
【００９５】
　また、視聴しているシャッター眼鏡が複数ある場合には、各シャッター眼鏡の色度点の
相対値のＸＹ軸それぞれの平均値を求め、その逆ベクトルとなる色度点を補正値として用
いる。図８Ｂには、視聴しているシャッター眼鏡が２個ある場合の色度補正の演算を概念
的に示している。シャッター眼鏡１の色度点の相対値を（Δｘ1，Δｙ1）とし、シャッタ
ー眼鏡２の色度点の相対値を（Δｘ2，Δｙ2）とすると、各シャッター眼鏡の色度点の相
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る。したがって、その逆ベクトルとなる色度点（－（Δｘ1＋Δｘ2）／２，－（Δｙ1＋
Δｙ2）／２）を補正値として用いる。
【００９６】
　図７では、主に色度点の処理について説明したが、眼鏡情報として透過率データやシャ
ッター開閉制御タイミング・データを扱う場合も同様の処理手順により、表示装置１１は
最適な輝度やシャッター開閉制御タイミング調整を実施することができる。
【００９７】
　立体映像を長時間視聴する場合、極度に輝度の高い映像を視聴することによる人体の影
響が懸念される。輝度の調整は、人体へのかかる悪影響を最小限に抑えることを目的とす
るものである。輝度の調整は、視聴中のシャッター眼鏡のうち最も高い透過率に合わせて
表示パネル２１０の輝度を低減する方法によって行なう。
【００９８】
　図７に示した処理手順のステップＳ７０６では、表示装置１１は、シャッター眼鏡１３
から取得した眼鏡情報に基づいて、色度補正値や輝度低減値などの画像補正情報やシャッ
ター開閉制御タイミング値などのシャッター開閉制御タイミング情報を演算すると、その
演算結果を、シャッター眼鏡１３の識別情報（通信部３０５に割り当てられたＭＡＣアド
レスなど）と対応付けて、フラッシュＲＯＭ２２０などの記憶部に記憶する。また、視聴
中のシャッター眼鏡が複数ある場合には、これらの組み合わせ毎に画像補正情報とシャッ
ター開閉制御タイミング値を演算し、シャッター眼鏡の組み合わせを識別する組合せの識
別情報と対応付けて記憶する。複数のシャッター眼鏡の組み合わせからなる場合、色度補
正値は、各シャッター眼鏡の色度点の相対値の平均の逆ベクトルであり（図８Ｂを参照の
こと）、輝度低減値は、最も透過率の高いシャッター眼鏡に合わせた値となり、シャッタ
ー開放応答時間は、各シャッター眼鏡の開放応答時間の平均値となる。
【００９９】
　表５には、表示装置１１側で、フラッシュＲＯＭ２２０などの記憶部の記憶領域におけ
る画像補正情報やシャッター開閉制御タイミング情報のアドレス指定例を示している。記
憶領域のアドレスに、シャッター眼鏡の組み合わせ毎に６×Ｍ＋４バイトを割り当てる。
最初の６×Ｍバイトには、シャッター眼鏡の組み合わせの識別情報を記憶する。各シャッ
ター眼鏡の識別情報として、例えば通信部３０５に割り当てられたＭＡＣアドレスを使用
することができ、６×Ｍバイトに各シャッター眼鏡のＭＡＣアドレスを記憶する。続く２
バイトには当該シャッター眼鏡の組み合わせに対する色度補正値に関する情報を記憶し、
次の１バイトには輝度低減値に関する情報を記憶し、最後の１バイトにはシャッター開閉
制御タイミング値に関する情報を記憶する。
【０１００】
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【表５】

【０１０１】
　組み合わせるシャッター眼鏡の数（すなわち、立体映像を同時に観察するシャッター眼
鏡の数）に応じて、識別情報を記憶するための６×Ｍバイト長が必要となる。そこで、通
信部２０３でシャッター眼鏡と無線接続を確立した際に、組み合わせの場合分けするため
の組み合わせ番号などの識別情報を割り振ることで、シャッター眼鏡の組み合わせを記憶
するためのデータ領域を少なくすることができる。この場合の記憶領域における画像補正
情報のアドレス指定例を、表６に示している。記憶領域のアドレスに、シャッター眼鏡の
組み合わせ毎に６×Ｍ＋４バイトを割り当てる。最初の１バイトに、シャッター眼鏡の組
み合わせ番号を記憶する。そして、続く２バイトには当該シャッター眼鏡の組み合わせに
対する色度補正値に関する情報を記憶し、次の１バイトには輝度低減値に関する情報を記
憶し、最後の１バイトにはシャッター開閉制御タイミング値に関する情報を記憶する（同
上）。
【０１０２】

【表６】

【０１０３】
　表７には、２バイトを用いた色度補正値の表現例を示している。色度補正値は、各シャ
ッター眼鏡の色度点の相対値の平均の逆ベクトルであり（前述）、基準となる色度点に対
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する相対値（Δｘ，Δｙ）で表わされる。このため、Ｘ軸及びＹ軸それぞれに１バイトず
つ割り当てて、各１バイトの先頭の１ビットを符号情報とし、残りの７ビットで各軸にお
ける色差Δｘ及びΔｙをそれぞれ表現するようにしている。
【０１０４】
【表７】

【０１０５】
　表８には、１バイトを用いた輝度低減値の表現例を示している。輝度低減値は、最も透
過率の高いシャッター眼鏡に合わせた値である（前述）。輝度低減値も相対値（Ａ／Ｂ）
で表わされ、パーセント表示（Ａ／Ｂ×１００）を１バイトで表現する。同表では、小数
点以下のデータの表現は行なっていないが、必要に応じてバイト数を増やすなどの拡張を
行なって表現することも可能である。
【０１０６】
【表８】

【０１０７】
　また、表９には、１バイトを用いたシャッター開放応答時間の表現例を示している。シ
ャッター開放応答時間は各シャッター眼鏡の開放応答時間の平均値であり（前述）、ミリ
秒表示を１バイトで表現する。同表では、第二小数点以下のデータの表現は行なっていな
いが、必要に応じてバイト数を増やすなどの拡張を行なって表現することも可能である。
【０１０８】
【表９】

【０１０９】
　但し、本発明の要旨は、画像補正情報を記憶するデータ・サイズや、表５又は表６に示
したような各画像補正情報やシャッター開閉制御タイミング情報を記憶する順番、表７乃
至表９に示したような色度補正値、輝度低減値、シャッター開閉制御タイミング値の表現
形式に限定されるものではない。
【０１１０】
　ここまでは、１台の表示装置１１を、液晶レンズの色度と透過率が異なる複数のシャッ
ター眼鏡で同時に観察している場合に、色度補正値として各シャッター眼鏡の色度点の相
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対値の平均の逆ベクトル（図８Ｂを参照のこと）を、輝度低減値として最も透過率の高い
シャッター眼鏡に合わせた値を、それぞれ用いる制御方法について説明してきた。この制
御方法によれば、近似演算された色度補正知及び輝度低減値を用いることで、各シャッタ
ー眼鏡における色度差と輝度差を最小にすることができる。これに対し、表示装置１１が
同時に観察するシャッター眼鏡の個数だけ高速にフレーム表示を行なうことができる場合
には、連続するフレーム毎に、各シャッター眼鏡の色度補正を行なうことができる。
【０１１１】
　図９には、２個のシャッター眼鏡で表示装置１１を同時に観察する場合を例にとって、
連続するフレーム毎に各シャッター眼鏡の色度補正を行なう様子を示している。同図にお
いて、フレーム＃１は第１のシャッター眼鏡に色度補正された左眼用映像Ｌ１（－Δｘ1

，－Δｙ1）、フレーム＃２は第２のシャッター眼鏡に色度補正された左眼用映像Ｌ２（
－Δｘ2，－Δｙ2）、フレーム＃１は第１のシャッター眼鏡に色度補正された右眼用映像
Ｒ１（－Δｘ1，－Δｙ1）、フレーム＃２は第２のシャッター眼鏡に色度補正された右眼
用映像Ｒ２（－Δｘ2，－Δｙ2）、…、である。また、表示装置１１は、各シャッター眼
鏡が対応する左眼用映像及び右眼用映像の表示期間に合わせてシャッター開閉動作を行な
わせるように、シャッター眼鏡毎の開放制御信号を送信する。
【０１１２】
　また、ここまでの説明では、眼鏡情報として、シャッター開放時の液晶レンズの色度点
や輝度、シャッター開放応答時間など、シャッター眼鏡自体の個体差に関連した情報を取
り上げた。眼鏡情報として、シャッター眼鏡自体の情報ではなく、シャッター眼鏡をかけ
た観察者に関する情報を扱うこともできる。このような場合、表示装置は、観察者に関す
る生体情報に基づいて表示制御を行なうようにしてもよい。
【０１１３】
　シャッター眼鏡をかけた観察者に関する眼鏡情報として、シャッター眼鏡をかけた観察
者の生体情報を挙げることができる。シャッター眼鏡が生体センサーを備えることで、観
察者から生体情報を取得することができる。
【０１１４】
　図１０には、生体センサー付きのシャッター眼鏡１３の構成例を示している。シャッタ
ー眼鏡１３は、表示装置１１と電波通信により無線信号を送受信する通信部１００５と、
制御部１００６と、眼鏡情報やその他のデータを記憶する記憶部１０１０と、それぞれ液
晶素材からなる左眼用シャッター１００８及び右眼用シャッター１００９と、シャッター
駆動回路１００７を備えている。
【０１１５】
　表示装置１１からシャッター眼鏡１３へ送信される無線信号は、例えばシャッター眼鏡
側の左右のシャッターの開閉タイミングを指示する開放制御信号である。通信部１００５
は、開放制御信号を受信すると、制御部１００６に入力する。制御部１００６は、開放制
御信号を解読して、左右の各シャッター１００８、１００９の開閉タイミングを判別し、
その判別結果に基づいて、シャッター駆動回路１００７を介して左右の各シャッター１０
０８、１００９の開閉動作を制御する。また、制御部１００６は、記憶部１０１０とのデ
ータの入出力を行なう。
【０１１６】
　センサー部１０１１は、シャッター眼鏡１３を掛けた観察者から生体情報を検出する生
体センサーである。制御部１００６は、センサー部１０１１で検出した生体情報を、眼鏡
情報として記憶部１０１０に記憶する。また、制御部１００６は、表示装置１１から要求
された場合などに、記憶部１０１０から生体情報を読み出して、通信部１００５を経由し
て表示装置１１に無線送信する。
【０１１７】
　センサー部１０１１は、例えば脳波を測定する生体センサーである。脳波の種類を表１
０に示す。脳波の中でβ波を測定することで、観察者の疲労度を検出することができる。
立体映像を長時間長時間視聴しているとき、目や脳の疲労が増加し、β波が増えることに
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より観察者の疲労度が増していると判断することができる。
【０１１８】
【表１０】

【０１１９】
　また、β波の強度はμＶのレンジで検出できることが知られている。
【０１２０】
　制御部１００６は、β波の測定結果を含む生体情報を、通信部１００５を経由して表示
装置１１に無線送信する。例えば、シャッター眼鏡１３の電源がオン状態のときに、定期
的に生体情報を送信する。
【０１２１】
　β波の測定結果を扱う方法として、β波の信号強度自体で表現するＲＡＷデータ方式と
、信号強度と閾値の比較結果で表現する比較方式を挙げることができる。前者のＲＡＷデ
ータ方式では、β波の測定結果は、例えば表１１に示すように、１２ビットからなるデー
タ構造のデータにより表現することができる。上位８ビットは整数値（０～２５５μＶ）
を表し、下位４ビットは小数点以下（０．１～０．９μＶ）を表す。また、表１１に示す
形式でデータ表現されたβ波測定情報を表示装置１１に通知するためのパケットの構成例
を表１２に示す。
【０１２２】
【表１１】

【０１２３】
【表１２】

【０１２４】
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　また、後者の比較方式では、制御部１００６は、測定されたβ波の信号強度を、疲労度
を判定するための所定の閾値と比較する。閾値は、シャッター眼鏡１３内であらかじめ設
定されているものとする。そして、信号強度が閾値を超えたことにより、観察者の目や脳
が疲労していることを検知してイベントが発生したときのみ、通信部１００５を経由して
表示装置１１に観察者の疲労を通知する。β波の強度判定結果をフラグにより表現するこ
とができ、例えば表１３に示すようなデータ構造のパケットを用いて表示装置１１に通知
することができる。そして、表示装置１１は、表示パネル２１０上で警告表示を行なう。
【０１２５】
【表１３】

【０１２６】
　図１１には、図１Ａ又は図１Ｂに示した映像表示システムにおいて、シャッター眼鏡１
３が観察者の脳波を測定して表示装置１１に送信するための処理手順をフローチャートの
形式で示している。この処理手順は、例えば制御部３０６が所定のプログラムコードを実
行するという形態で実現することができる。
【０１２７】
　まず、シャッター眼鏡１３の電源がオン時かどうかをチェックする（ステップＳ１１０
１）。ここで、電源がオンになっていないときには（ステップＳ１１０１のＮｏ）、本処
理ルーチンを終了する。
【０１２８】
　一方、シャッター眼鏡１３の電源がオンになっているときには（ステップＳ１１０１の
Ｙｅｓ）、シャッター眼鏡１３は使用状態にあり観察者がかけていると判断し、センサー
部１１０１によるβ波の測定を実施する（ステップＳ１１０２）。
【０１２９】
　閾値との比較方式でない場合は、ステップＳ１１０２で測定したデータを、上記の表１
１に示したデータ構造のパケットを、表示装置１１へ無線送信する。閾値との比較方式の
場合は、ステップＳ１１０２で測定したデータを、疲労度を判定するための閾値と比較す
る（ステップＳ１１０３）。そして、測定したデータが閾値を超える場合には（ステップ
Ｓ１１０３のＹｅｓ）、パケットでβ波強度判定結果をフラグで表わしたパケット（表１
２を参照のこと）を、表示装置１１へ無線送信する（ステップＳ１１０４）。
【０１３０】
　次いで、シャッター眼鏡１３の電源がオフになったか否かをチェックする（ステップＳ
１１０５）。電源がオンのままのときには（ステップＳ１１０５のＮｏ）、観察者がシャ
ッター眼鏡１３の使用を続けていると判断して、ステップＳ１１０２に戻り、β波の測定
と表示装置１１への無線送信を繰り返し行なう。
【０１３１】
　また、シャッター眼鏡１３の電源がオフになったときには（ステップＳ１１０５のＹｅ
ｓ）、観察者がシャッター眼鏡１３の使用を終了したと判断して、本処理ルーチンを終了
する。
【０１３２】
　また、図１２には、図１Ａ又は図１Ｂに示した映像表示システムにおいて、表示装置１
１がシャッター眼鏡１３から生体情報を受信するとともに、生体情報に基づいて警告表示
を行なうための処理手順をフローチャートの形式で示している。この処理手順は、例えば
ＣＰＵ２１９が所定のプログラムコードを実行するという形態で実現することができる。
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【０１３３】
　まず、シャッター眼鏡１３との無線接続が確立されたか否かをチェックする（ステップ
Ｓ１２０１）。接続が検出されない場合には（ステップＳ１２０１のＮｏ）、本処理ルー
チンを終了する。
【０１３４】
　シャッター眼鏡１３との無線接続が検出されたときには（ステップＳ１２０１のＹｅｓ
）、シャッター眼鏡１３から脳波測定結果を記載したパケットの受信を試みる（ステップ
Ｓ１２０２）。そして、パケットを受信できないときには（ステップＳ１２０２のＮｏ）
、ステップＳ１２０２の受信判定ステップを繰り返す。
【０１３５】
　シャッター眼鏡１３から脳波測定結果を記載したパケットを受信できたときには（ステ
ップＳ１２０２のＹｅｓ）、受信パケットから脳波測定結果に関する情報を抽出して、フ
ラッシュＲＯＭ２２０などの記憶部に記憶する（ステップＳ１２０３）。
【０１３６】
　次いで、データ・タイプ・ヘッダーを参照して、受信した脳波測定結果のデータ形式を
判定する。データ形式がＲＡＷデータの場合（ステップＳ１２０４のＹｅｓ）、当該デー
タを、疲労度を判定するための所定の閾値と比較する（ステップＳ１２０６）。当該デー
タが閾値を超えていないときには（ステップＳ１２０６のＮｏ）、観察者の疲労度は低い
と判断し、ステップＳ１２０２に戻り、シャッター眼鏡１３から脳波測定結果を記載した
パケットの受信を繰り返し行なう。また、当該データが閾値を超えたことにより（ステッ
プＳ１２０６のＹｅｓ）、観察者の目や脳が疲労していることを検知する。
【０１３７】
　また、データ形式がＲＡＷデータではない場合には（ステップＳ１２０４のＮｏ）、フ
ラグが有効か否かをチェックする（ステップＳ１２０５）。フラグが有効でなければ（ス
テップＳ１２０５のＮｏ）、観察者の疲労度は低いと判断し、ステップＳ１２０２に戻り
、シャッター眼鏡１３から脳波測定結果を記載したパケットの受信を繰り返し行なう。ま
た、フラグが有効であれば（ステップＳ１２０５のＹｅｓ）、観察者の目や脳が疲労して
いることを検知する。
【０１３８】
　ステップＳ１２０５又はＳ１２０６で、観察者の目や脳が疲労していると判断された場
合には、（観察者の疲労のため）立体映像の視聴を終了することなどを通知する警告メッ
セージをグラフィック生成回路２０８で生成し、表示パネル２１０に表示する（ステップ
Ｓ１２０７）。
【０１３９】
　その後、シャッター眼鏡１３の電源がオフ状態になってから一定期間が経過したか否か
をチェックする（ステップＳ１２０８）。
【０１４０】
　シャッター眼鏡１３の電源がオフ状態になってから一定期間が経過していないときには
（ステップＳ１２０８のＮｏ）、観察者の疲労がまだ回復していないと判断し、ステップ
Ｓ１２０７に戻り、警告表示を継続する。
【０１４１】
　また、シャッター眼鏡１３の電源がオフ状態になってから一定期間が経過したときには
（ステップＳ１２０８のＹｅｓ）、観察者の疲労度が低下し又は疲労が回復したと判断し
、警告表示を解除して（ステップＳ１２０９）、本処理ルーチンを終了する。
【０１４２】
　表示装置１１は、シャッター眼鏡１３から観察者の脳波信号に関する情報を取得しなく
ても、連続視聴時間に基づいて観察者が疲労したか否かを推定して、警告表示を行なうこ
とができる。これに対し、上述のように、シャッター眼鏡１３から観察者の脳波信号に関
する情報を取得できる場合には、観察者が実際に疲労したタイミングで的確に警告表示を
行なうことができる。
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【産業上の利用可能性】
【０１４３】
　以上、特定の実施形態を参照しながら、本発明について詳細に説明してきた。しかしな
がら、本発明の要旨を逸脱しない範囲で当業者が該実施形態の修正や代用を成し得ること
は自明である。
【０１４４】
　本明細書で説明した実施形態では、シャッター眼鏡側で眼鏡情報を記憶し、表示装置側
ではシャッター眼鏡から送られた眼鏡情報を演算した結果である画像補正情報やシャッタ
ー開閉制御タイミング情報を記憶しているが、本発明の要旨はこれに限定されるものでは
ない。シャッター眼鏡側で画像補正情報やシャッター開閉制御タイミング情報を記憶し、
表示装置はシャッター眼鏡から送られた画像補正情報に基づいて（眼鏡情報の演算なしに
）立体映像の画像補正処理やシャッター開閉制御タイミング処理を行なうようにしてもよ
い。
【０１４５】
　また、本明細書では、眼鏡情報として、シャッター眼鏡に用いる液晶レンズの色度点や
透過率、シャッター開放応答時間、シャッター眼鏡をかけた観察者から取得する生体情報
などを挙げたが、本発明の要旨はこれらに限定されるものではない。
【０１４６】
　要するに、例示という形態で本発明を開示してきたのであり、本明細書の記載内容を限
定的に解釈するべきではない。本発明の要旨を判断するためには、特許請求の範囲を参酌
すべきである。
【符号の説明】
【０１４７】
　１１…表示装置
　１２…通信部
　１３…シャッター眼鏡
　２０３…通信部
　２０４…アンテナ
　２０５…チューナー回路
　２０６…ＭＰＥＧデコーダー
　２０７…映像信号処理回路
　２０８…グラフィック生成回路
　２０９…パネル駆動部
　２１０…表示パネル
　２１１…音声信号処理回路
　２１２…音声増幅回路
　２１３…スピーカー
　２１４…ＨＤＭＩ端子
　２１５…ＨＤＭＩ受信回路
　２１６…通信処理回路
　２１７…ネットワーク端子
　２１８…内部バス
　２１９…ＣＰＵ
　２２０…フラッシュＲＯＭ
　２２１…ＤＲＡＭ
　２２２…リモコン受信部
　２２３…リモコン
　３０５…通信部
　３０６…制御部
　３０７…シャッター駆動回路
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　３０８…左眼用シャッター
　３０９…右眼用シャッター
　３１０…記憶部
　１００５…通信部
　１００６…制御部
　１００７…シャッター駆動回路
　１００８…左眼用シャッター
　１００９…右眼用シャッター
　１０１０…記憶部
　１０１１…センサー部
 

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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